
　
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部
で
は
、

こ
れ
ま
で
利
用
用
途
が
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど

が
廃
棄
さ
れ
て
き
た
廃
ガ
ラ
ス
瓶
の
活
用
に

向
け
、
株
式
会
社
ト
リ
ム
が
行
う
研
究
開

発
、
販
路
開
拓
を
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡
資
材
事
業

協
同
組
合
（
注
1
）
は
、
J
I
S
規
格
（
日

本
産
業
規
格
）
を
提
案
し
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
沖
縄
で
技
術
開
発
さ
れ
た
製
品

と
し
て
初
の
規
格
化
と
な
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
環
境
と
経
済
が
両

立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、
３

Ｒ
広
報
活
動
や
、
立
入
検
査
な
ど
に
よ
り
法

の
遵
守
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
を
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
国
内
に
数
多
く
流
通
す
る
透
明

及
び
茶
色
の
瓶
は
、
色
別
に
回
収
が
で
き
る

と
リ
サ
イ
ク
ル
が
容
易
で
す
が
、
そ
の
他
の

色
の
瓶
に
関
し
て
は
再
資
源
化
が
複
雑
で
、

ボ
ト
ラ
ー
に
よ
る
配
合
成
分
が
異
な
る
こ
と

か
ら
新
た
に
瓶
を
製
造
す
る
と
微
妙
な
色
の

違
い
が
生
じ
る
為
、
品
質
維
持
が
困
難
で
あ

り
課
題
と
な
って
い
ま
し
た
。

沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
の
取
組
報
告
に
つ
い
て

〜
廃
棄
ガ
ラ
ス
瓶
の
リ
サ
イ
ク
ル
拡
大
を
目
指
し
て
〜

　
株
式
会
社
ト
リ
ム
は
、「
捨
て
れ
ば
ご
み
、

活
か
せ
ば
資
源
」
を
合
い
言
葉
に
、
色
合
い

が
異
な
る
廃
ガ
ラ
ス
瓶
を
破
砕
・
粉
砕
及
び

焼
成
発
泡
さ
せ
る
製
造
工
程
に
よ
り
、
吸
水

性
が
あ
り
無
機
質
で
耐
火
性
に
優
れ
た
多
孔

質
構
造
の
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材

（
ス
ー
パ
ー
ソ
ル
）
を
開
発
し
ま
し
た
。

　
経
済
産
業
部
で
は
、
同
社
に
対
し
て
平
成

8
年
度
か
ら
技
術
開
発
支
援
、
平
成
14
年

度
か
ら
O
K
I
N
A
W
A
型
産
業
振
興
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
）
の一

環
と
し
て
、
国
内
環
境
展
出
展
に
よ
る
販
路

開
拓・全
国
展
開
支
援
、平
成
21
年
度
の「
ガ

ラ
ス
発
泡
資
材
事
業
協
同
組
合
」
設
立
に

よ
る
自
立
化
・
組
織
化
支
援
、
平
成
29
年

度
か
ら
標
準
化
支
援
を
行
い
ま
し
た
と
こ

ろ
、
同
社
の
努
力
が
実
を
結
び
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
材
は
現
在
、造
園
、緑
化
、土
木
、農
業
、

浄
化
、
建
設
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ

れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
製
造
プ
ラ
ン
ト
は
全
国
16

カ
所
、
海
外
（
台
湾
）
1
箇
所
へ
導
入
さ
れ

る
に
至
り
、
着
実
に
事
業
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
が
中
心
と
な
る
ガ
ラ
ス
発
泡

資
材
事
業
協
同
組
合
で
は
、「
新
市

場
創
造
型
標
準
化
制
度
（
注
2
）」
を

活
用
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
の
工

場
出
荷
時
に
お
け
る
品
質
及
び
試
験

方
法
に
関
す
る
J
I
S
規
格
を
提

案
し
、
今
年
7
月
22
日
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

　「
ガ
ラ
ス
発
泡
リ
サ
イ
ク
ル
資
材
」

は
地
盤
材
料
や
、
造
園
・
緑
化
材

料
な
ど
の
用
途
別
に
必
要
と
さ
れ
る

密
度
や
吸
水
率
、
硬
さ
な
ど
の
品
質

基
準
、
ま
た
、
そ
れ
ら
の
測
定
方
法

を
規
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
製
造
者

と
購
入
者
の
間
で
都
度
確
認
を
し
て

き
た
製
品
の
品
質
や
そ
の
評
価
方
法

が
統一さ
れ
、
効
率
的
な
取
引
の
拡

大
に
繋
が
る
こ
と
が
予
想
で
き
ま

す
。
ま
た
同
製
品
の
普
及
が
促
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
な
循

環
型
社
会
の
構
築
が一層
進
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
日
本
産
業
標
準
調
査
会
（
J
I

S
C
）
の
H
P
（https://w

w
w

.jisc.go.jp/

）
か
ら
、「
Z
7
3
1

3
」
で
J
I
S
検
索
す
る
と
規
格

詳
細
を
確
認
で
き
ま
す
。

2
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
の
課
題

1
．廃
棄
ガ
ラ
ス
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

　  

利
用
拡
大
を
目
指
し
て

3
．環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
支
援
状
況

4
．沖
縄
初
の
J
I
S
制
定
！

JIS 制定の取組報告会
トリムの坪井巌社長（左から 2人目）、沖縄総合事務局の
本道和樹 経済産業部長（左から 3人目）

（
注
1
）

　
ガ
ラ
ス
発
泡
軽
量
資
材
を
市
場

に
供
給
す
る
事
業
体
を
支
援
し
、

社
会
的
普
及
を
目
指
し
て
開
発
及

び
普
及
活
動
を
行
う
団
体
で
、
現

在
全
国
12
自
治
体
の
13
社
が
加

盟

 

　
　

（
注
2
）

　
中
小
企
業
等
が
開
発
し
た
優
れ

た
技
術
や
製
品
を
国
内
外
に
売
り

込
む
際
に
市
場
で
の
信
頼
性
向
上

や
差
別
化
な
ど
に
資
す
る
制
度

　経
済
産
業
部
地
域
経
済
課
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土木

スーパーソルの軽さ

と穴あき構造は農業

の分野でも役にたっ

ているのね。

取扱いやすい軽量土木資材として使用されています。
軽量盛土資材、擁壁の裏込材、岸壁背面の軽量盛土材など
土木分野で需要急増中。

農作物が育つための土壌環境づくりに活用されています。
スーパーソルを使用する事で土の締め固まりを抑制し
排水性・通気性を向上させる事が出来ます。

緑化 植栽工事や屋上緑化などの工事で植物が育つために
大切な土壌環境を整える資材として使用されています。

農業 CHECK!

屋上緑化にぴった

り！軽量で建物にも

植物にもやさしい材

料なのさ！

CHECK!

軽量盛土は扱いやすい

だけでなく、災害時の

安全性も高いんだよ。

CHECK!

道路上の軽量盛土 岸壁背面の裏込め 擁壁背面の裏込め

緑化・植栽工事 屋上緑化 人工軽量土壌

暗渠排水資材 土壌改良材 ベンチ栽培
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